
��

����������

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、
６

月
９
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

け
た
執
行
部
提
出
議
案
３
件
（
分

割
付
託
２
件
を
含
む
）
及
び
請
願

２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
主

な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

奨
学
金
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
高

校
生
に
対
す
る
年
額　

万
円
の
奨

１２

学
金
で
、
平
成　

年
度
が　

名
の
枠

２０

２４

に
対
し　

名
の
給
付
だ
っ
た
た
め

１３

１
３
２
万
円
を
減
額
す
る
も
の
。

��

�

�
�
�
�
�
�
�
	
�



��

�
�
�
�
�
�
�

��

こ
の
奨
学
金
は
一
学
年
８
名

の
枠
が
あ
り
、
新
規
申
請
対
象
は
、

中
学
３
年
生
だ
け
で
、
中
学
校
校
長

の
推
薦
が
必
要
な
た
め
、
推
薦
が
少

な
か
っ
た
年
は
そ
の
後
３
年
間
給

付
者
が
増
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

平
成　

年
度
は
、
１
年
生
７
名
、
２

２０

年
生
１
名
、
３
年
生
５
名
だ
っ
た
。

　

地
域
Ｗ
Ｅ
Ｂ
構
築
運
営
事
業
、

３
７
６
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て
県
の

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事

業
を
活
用
し
て
、
地
域
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
構
築
す
る
た
め
に
、
地
域

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

業
務
を
委
託
す
る
予
定
。
３
名
の

雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。
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現
在
あ
る
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
機
能
充
実
を
考
え
て
お
り

出
店
料
等
は
今
後
の
課
題
だ
が
、

今
秋
に
立
ち
上
げ
る
予
定
。

　

環
境
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
６

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

１０
け
た
執
行
部
提
出
議
案　

件
（
分

１０

割
付
託
２
件
を
含
む
）
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

で
、
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
の
延

長
・
拡
充
や
固
定
資
産
税
の
負
担

調
整
措
置
の
継
続
、
認
定
長
期
優

良
住
宅
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の

減
額
等
を
行
う
も
の
。
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平
成　

年
度
に
適
用
さ
れ
る

２１

市
民
は
、
９
７
５
名
で
、
市
民
税

の
税
収
が
約
３
千
万
円
減
収
に
な

る
が
、
国
か
ら
の
減
収
補
て
ん
特

例
交
付
金
に
よ
り
全
額
補
て
ん
さ

れ
る
た
め
影
響
は
な
い
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
改
正

で
、
主
な
も
の
と
し
て
は
、
介
護

給
付
金
の
限
度
額
を
９
万
円
か
ら

　

万
円
に
改
正
す
る
も
の
。
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限
度
額
に
つ
い
て
は
、
医
療

費
分　

万
円
と
後
期
高
齢
者
支
援

４７

金
分　

万
円
は
変
わ
ら
な
い
が
、

１２

介
護
給
付
金
が
今
回
の
改
正
に
よ

り
９
万
円
か
ら　

万
円
に
な
っ
た

１０

た
め
合
計
で　

万
円
に
な
る
。

６９

　

平
成　

年
度
が
６
億
２
千
８
百

２０

万
円
予
算
不
足
に
な
っ
た
た
め
、

平
成　

年
度
か
ら
繰
上
充
用
す
る

２１

も
の
。
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税
率
を
低
く
抑
え
て
一
般
財

源
を
繰
り
入
れ
る
市
町
村
も
あ
る

が
、
市
民
の
税
金
を
投
入
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
一
概
に
い
い
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
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特
別
会
計
は
独
立
で
運
営
し

制
度
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
原

則
な
の
で
、
受
益
者
に
応
分
の
負

担
を
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

予
防
費
、
２
、
９
５
４
万
９
千

円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
主
に
妊

婦
健
診
の
補
助
を
５
回
か
ら　

回
１４

に
増
や
す
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、

看
護
師
等
の
賃
金
を　

万
７
千
円

６２

妊
婦
健
康
診
査
委
託
料
を
２
、
４

３
７
万
円
、
妊
婦
健
康
診
査
助
成

金
を
４
４
７
万
４
千
円
増
額
す
る

も
の
。
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�
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月
以
降
に
健
診
を
受
け
る

方
つ
い
て
は
、
受
診
券
を
発
行
し

そ
れ
以
前
の
４
月
か
ら
６
月
ま
で

に
健
診
を
受
け
た
方
に
つ
い
て
は

支
払
い
等
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て

償
還
払
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
考
え
て
い
る
。

　

都
市
建
設
常
任
委
員
会
は
、
６

月　

日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
を
受

１１
け
た
執
行
部
提
出
議
案
５
件
（
分

割
付
託
２
件
を
含
む
）
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

小
郡
・
東
福
童
３
０
７
４
号
線

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
権
者

の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め

２
、
９
５
８
万
８
千
円
を
減
額
す

る
も
の
。
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地
権
者
が
遠
方
で
頻
繁
に
会

え
な
い
た
め
、
現
在
電
話
や　

等
FAX

で
交
渉
し
て
お
り
、
地
権
者
の
返

事
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
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大
原
地
区
排
水
路
整
備
事
業
、

１
３
０
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

現
在
自
衛
隊
の
障
害
防
止
事
業
で

行
っ
て
い
る
が
、
当
初
県
道
に
計

画
し
て
い
た
一
部
を
自
衛
隊
敷
地

内
に
設
置
す
る
協
議
が
整
っ
た
た

め
そ
の
設
計
委
託
料
を
計
上
す
る

も
の
。
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平
成　

年
度
か
ら
着
工
し
て

２０

お
り
、　

、　

年
度
に
か
け
て
１

２１

２２

４
２
ｍ
の
工
事
と
若
山
堤
の
取
水

施
設
関
係
の
改
修
を
行
う
予
定
。

ま
た
、
平
成　

、　

年
度
に
か
け

２２

２３

て
約
１
６
０
ｍ
を
整
備
す
る
予
定
。
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公
共
施
設
整
備
基
金
費
、
３
、

３
１
１
万
４
千
円
の
増
額
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
に
交
付
さ
れ

２０

た
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時

交
付
金
を
翌
年
度
以
降
に
活
用
す

る
た
め
、
そ
の
３
割
を
公
共
施
設

整
備
基
金
に
積
み
立
て
る
も
の
。
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介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
を
一
般
財
源
に
繰
り
入
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
財
源
の
組
み
換

え
を
行
う
も
の
で
、
予
算
全
体
で

の
増
減
は
な
い
。
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事
業
費
の
確
定
に
伴
う
執
行
残

等
の
整
理
で
、
２
、
３
５
８
万
４

千
円
を
減
額
す
る
も
の
。
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平
成　

年
度
が
６
３
８
万
１
千

２０

円
予
算
不
足
に
な
っ
た
た
め
に
、

平
成　

年
度
か
ら
繰
上
充
用
す
る

２１

も
の
。
な
お
、
平
成　

年
度
中
に

２１

県
、
国
等
か
ら
全
額
入
っ
て
く
る

た
め
市
の
負
担
は
な
い
。
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国
の
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
交
付
要
綱
の
補
助
金
額
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の

入
園
料
、
授
業
料
の
減
免
限
度
額

に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。
ま
た

途
中
入
園
児
に
対
し
て
も
適
用
す

る
よ
う
改
正
し
て
い
る
。
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本
年
４
月　

日
に
小
板
井
地
区

２１

地
区
計
画
が
決
定
、
告
示
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
地
区
計
画
域
内

に
お
け
る
建
築
制
限
の
内
容
を
条

例
に
追
加
す
る
も
の
。
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公
民
館
費
、
備
品
購
入
費
の
増

額
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
各
校
区
公
民
館
、
お
ご
り
交

流
セ
ン
タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
す
る
も

の
。
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１
号
被
保
険
者
で
あ
る　

歳
以

６５

上
の
被
保
険
者
の
保
険
料
軽
減
分

を
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特

例
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
も
の
。
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平
成　

年
度
分
の
保
険
料
に
つ

２０

い
て
、
転
出
や
死
亡
等
の
理
由
に

よ
り
、
平
成　

年
６
月
１
日
以
降

２１

に
還
付
す
る
た
め
の
も
の
。
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借
受
者
１
名
が
、
国
の
貸
付
金

の
全
額
を
繰
上
償
還
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
も
の
。
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平
成　

年
３
月
３
日
、
職
員
が

２１

公
務
で
車
を
運
転
中
、
対
向
車
の

側
面
に
衝
突
し
た
た
め
、
損
害
賠

償
額
を
定
め
和
解
す
る
も
の
。
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小
郡
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
平
成　

年
５
月
以
降

１８

の
小
郡
市
議
会
会
議
録
が
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
６
月
定

２１

例
会
の
会
議
録
に
つ
き
ま
し

て
は
、
８
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

閲
覧
で
き
る
予
定
で
す
。
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